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図-1 中国と日本における 
対象都市の位置 



















日付と時刻 6月21日 00：00 ~ 24：00 (真太陽時) 
解析領域 785m(x)×865m(y)×420m(z) 
計算状態 非定常状態 
太陽定数 1353 W/ m2 
温度 
室外：各都市の典型的夏日の気温条件(図-3) 
室内：26℃ 地中：深さ0.5mの伝導熱流0 W/ m2 
対流熱 
伝達率 
室外側壁面：12 W/ m2･K 
室内側壁面：5 W/ m2･K 地表面：12 W/ m2･K 
熱コンダク 
タンス 
建物鉛直壁：1.04 W/ m2･K 
建物天井：1.01 W/ m2･K 土壌：2.28 W/ m2･K 
表-2 Step2の解析条件 





















流出境界 <u>, <v>, <w>, k, ε, T: 勾配ゼロ 
側面境界 
上面境界 
<u>, <v>, k, ε: 勾配ゼロ 





6月21日 12:00 (真太陽時) 
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 図-6 建物周辺のSET*の分布（6月21日12:00真太陽時）  
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建物 建物間の通路 高さ1.5m 
